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府中市次世代育成支援行動計画 

現計画の重点課題の進捗状況 
 

現計画では、６つの重点課題を位置づけ、当てはまる事業を体系から取り出し、冒頭で述べていま

す。重点課題に対する事業の進捗状況を庁内調査結果から整理しました。 

 

重点課題１ 保育ニーズへの対応 

 

（１）保育所待機児童の解消 

 

① 認可保育所 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№67 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 

 市立 15 施設

 私立 15 施設

＜定員＞ 3,176 人

 市立 1,561 人

 私立 1,615 人

＜施設数＞ 

 市立 16 施設 

 私立 18 施設 

＜定員＞ 3,701 人 

 市立 1,784 人 

 私立 1,917 人 

＜施設数＞ 

 市立 16 施設 

 私立 16 施設 

＜定員＞ 3,509 人 

（3,654 人） 

 市立 1,745 人 

（1,786 人） 

 私立 1,764 人 

（1,868 人） 

※（ ）内は運用定員 

ほぼ達成された 

認可定員は 20 年度

計画値を下回るが、

運用定員は超えてい

る。増員に努めてい

るが、増員を上回る

ニーズが発生してい

る。 

 

今後の課題 対応策 

定員を増やしているものの、保育を希望する方

が年々増加しており、待機児童数は依然として

多い。 

保育所の新設、増員等に努める。 

 

資料５ 
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② 認可外保育所 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№68 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 

 認証保育室 5 施設

 保育室 7 施設

＜定員＞ 272 人

 認証保育室 152 人

 保育室 120 人

＜施設数＞ 

 認証保育室 8 施設 

 保育室 5 施設 

＜定員＞ 334 人 

 認証保育室 261 人 

 保育室 73 人 

＜施設数＞ 

 認証保育室 9 施設 

 保育室 4 施設 

＜定員＞ 332 人 

 認証保育室 265 人 

 保育室 67 人 

ほぼ達成された 

定員は 20 年度計画

値とほぼ同じとなっ

ている。 

 

今後の課題 対応策 

定員を増やしているものの、保育を希望する方

が年々増加しており、待機児童数は依然として

多い。 

保育所の新設、増員等に努める。 

 

 

（２）多様な保育サービスの提供 

 

① 延長保育 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№71 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 

19 時まで 27 施設

20 時まで 2 施設

21 時まで 0 施設

22 時まで 1 施設

＜施設数＞ 

19 時まで 0 施設 

20 時まで 31 施設 

21 時まで 1 施設 

22 時まで 2 施設 

＜施設数＞ 

19 時まで 23 施設 

20 時まで 6 施設 

21 時まで 1 施設 

22 時まで 2 施設 

あまり達成されてい

ない 

20 時延長を行う施

設数が目標より少な

い。 

 

今後の課題 対応策 

公立保育所３か所の 20 時延長は利用者が少な

い。 

実施施設数について再検討 
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② トワイライトステイ 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№72 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 1 施設

＜定員＞ 40 人

＜施設数＞ 3 施設 

＜定員＞ 90 人 

＜施設数＞ 2 施設 

＜定員＞ 65 人 

ほぼ達成された 

高倉保育所の認知度

も高まり、高倉保育

所の利用者が伸び、

全体としては増加傾

向にある。 

 

今後の課題 対応策 

保護者の勤務形態が多様化しているため需要は

増えているが、延長保育の利用動向もあわせて

検討していく必要がある。 

延長保育の利用動向もあわせ、市全体としての

ニーズを把握し、実施施設を協議していく。 

 

③ 休日保育 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№73 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 0 施設

＜定員＞ 0 人

＜施設数＞ 2 施設 

＜定員＞ 40 人 

＜施設数＞ 2 施設 

＜定員＞ 37 人 

ほぼ達成された 

2 施設で実施、ほぼ

計画どおり 
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④ 一時保育 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№75 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 

 私立保育園 7 施設

 市立保育所 0 施設

 「たっち」 0 施設

 

＜定員＞ 

 私立保育園 67 人

 市立保育所 0 人

 「たっち」 0 人

＜施設数＞ 

 私立保育園 10 施設 

 市立保育所 5 施設 

 「たっち」 1 施設 

(リフレッシュ保育)

＜定員＞  

 私立保育園 85 人 

 市立保育所 32 人 

 「たっち」 10 人 

＜施設数＞ 

 私立保育園 10 施設 

 市立保育所 1 施設 

 「たっち」 1 施設 

 

＜定員＞  

 私立保育園 116 人 

 市立保育所 24 人 

 「たっち」 8 人 

ほぼ達成された 

平成 19 年度の利用

状況に比べると、延

べ人数で 5,000 人

の利用増が見込まれ

るため、施設増や定

員増について考慮が

必要。 

市立保育所では、高

倉保育所のみの実施

となっている。 

 

今後の課題 対応策 

保護者の就労形態の多様化等による一時保育の

需要の高まりに伴い、実施施設数の増に努める

とともに、各実施園で利用者数に差があるため、

市民への情報提供を積極的に行い、利用者数の

かたよりを防ぐ。 

市で発行している子育て情報冊子やホームペー

ジなどで一時保育実施園を紹介するほか、各園

にも積極的な情報提供を促す。 

 

⑤ 病後児保育 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№77 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 1 施設

＜定員＞ 4 人

＜実施時間＞ 

 17 時まで

＜施設数＞ 2 施設 

＜定員＞ 8 人 

＜実施時間＞ 

 18 時まで 

＜施設数＞ 1 施設 

＜定員＞ 4 人 

＜実施時間＞ 

 18 時まで 

ほぼ達成された 

現施設での利用は依

然として低迷してお

り、新たな事業展開

が望まれる。 

 

今後の課題 対応策 

子育てと就労の両立のため、病児・病後児保育

への要望は多い。保育園自園型や、派遣型など

ニーズに合った多様な展開が課題である。 

平成 21 年度から病児保育（医療機関併設型）

を実施する予定である。 
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（３）子育てしやすい就業環境の啓発 

 

①  子育てしやすい就業環境の啓発 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№227 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

実施なし 

＜実施状況＞ 

啓発事業、情報提供 

＜実施状況＞ 

経済観光課を通じ、中小

企業向けの子育て中の

従業員の育児休業時に

かかる経費の融資制度

について、市民に周知を

した。商工会議所会員の

協議会への継続参加を

依頼した。 

ほぼ達成された 

子育て支援に関する

企業への支援につい

て、情報収集・提供

を行った。 

 

 

 

 

 

 

■「重点課題１ 保育ニーズの対応」については、８事業のうち７事業は、前期計画の目標をほぼ

達成している。 

■「認可保育所」については目標をほぼ達成しましたが、ニーズが定員を上回る状況にあり、引き

続き増員に努める。「延長保育」は、20 時延長を行う施設数が目標を達成していないが、20 時

延長の利用者は少ない状況にある。 

 

以上のことから、「重点課題１：保育ニーズの対応」に向けた取り組みは、ほとんど遂行された

ものと考えられる。 

なお、「認可保育所」、「認可外保育所」、「トワイライトステイ」、「一時保育」、「病後児保育」、「子

育てしやすい就業環境の啓発」は、後期計画においても引き続き重点事業として実施する。 

 

「重点課題１ 保育ニーズへの対応」についてのまとめ 
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重点課題２ 0～2 歳児の母親の孤立化を防ぐための親子交流の活性化 

 

（１）親子が集える場の整備 

 

① 子育て地域交流事業 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№18 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 1 施設

＜対象年齢＞ 

 0～3 歳

＜施設数＞ 2 施設 

＜対象年齢＞ 

 0～6 歳 

＜施設数＞ 2 施設 

＜対象年齢＞ 

 0～6 歳 

達成された 

利用する年齢層に対

応した運営を行った

結果、親同士の交流

の機会が拡大すると

ともに、スタッフへ

の子育て相談が増加

してきている。 

 

今後の課題 対応策 

子ども家庭支援センター「たっち」の交流ひろ

ばは０～３歳の乳幼児が９割を占める。交流ひ

ろばの安全を確保し、利用する年齢層に対応し

た運営を行う必要がある。 

０・１・２・３歳を対象とする企画の充実 

 

② 子育てひろば「ポップコーン」 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№19 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 6 か所

＜活動ボランティア数＞ 

 48 人

＜施設数＞ 11 か所 

＜活動ボランティア数＞ 

 110 人 

＜施設数＞ 25 か所 

ポップコーン 6 か所 

ほののぼ 1 か所 

すきっぷ 18 か所 

＜活動ボランティア数＞ 

 40 人 

ほぼ達成された 

児童館、学童クラブ

のほか、保育所施設

も活用し、ひろば事

業を実施した。 

 

今後の課題 対応策 

在宅で子育てをしている家庭への支援を充実し

ていくことが求められる。 

在宅子育て家庭が参加しやすくなるようひろば

事業を充実する。 
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③ 子育てひろば事業（Ａ型） 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№20 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

私立保育園 4 か所 

＜実施状況＞ 

私立保育園 8 か所 

（Ａ型） 5 か所 

私立保育園 4 か所 

公立保育所 1 か所 

 

（Ｃ型） 1 か所 

ほぼ達成された 

新たに、市内１か所

で子育てひろば事業

（C 型）を開始した。

平成 21 年度には、

Ａ型を新たに 2 か所

の私立保育園で実施

する予定である。 

 

④ 保育所地域交流事業 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№21 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

市立保育所 15 か所 

月 1 回 

＜実施状況＞ 

市立保育所 16 か所 

月 2 回以上 

市立保育所全所におい

て週１回実施（高倉保育

所は月１回、ほかひろば

事業として月２回） 

 

達成された 

目標値以上の実施と

なっている。 

 

今後の課題 対応策 

在宅で子育てをしている家庭への支援を充実し

ていくことが求められる。 

在宅子育て家庭が参加しやすくなるようひろば

事業を充実する。 

 

⑤ 児童館における親子ふれあいの場の提供 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№23 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

キッズルーム等の開

放 

＜実施状況＞ 

・ポップコーン事業の

実施 

・ボランティア指導員

の配置 

＜施設数＞ 

ポップコーン 2 施設 

すきっぷ 3 施設 

ほぼ達成された 

ポップコーン事業を

実施した。 

 

今後の課題 対応策 

在宅で子育てをしている家庭への支援を充実し

ていくことが求められる。 

在宅子育て家庭が参加しやすくなるようひろば

事業を充実する。 
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⑥ 公会堂を利用した自主活動の場づくり 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№24 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

実施なし 

＜実施状況＞ 

モデル地区で実施し、

徐々に拡大する。 

＜実施状況＞ 

実施か所数 ４か所 

ほぼ達成された 

市内の子育て団体４

団体からの申請があ

り、活動に対して、

補助金の助成を行っ

た。 

 

 

 

 

 

■「重点課題２ 0～2 歳児の母親の孤立化を防ぐための親子交流の活性化」については、６事業

すべて前期計画の目標をほぼ達成している。 

 

以上のことから、「重点課題２：0～2 歳児の母親の孤立化を防ぐための親子交流の活性化」に向

けた取り組みは遂行されたものと考えられる。 

なお、「子育て地域交流事業」、「子育てひろば「ポップコーン」」、「子育てひろば事業（A 型）」、

「児童館における親子ふれあいの場の提供」は、後期計画においても引き続き重点事業として実施

する。 

 

 

 

 

 

「重点課題２ 0～2 歳児の母親の孤立化を防ぐための親子交流の活性化」 

についてのまとめ 
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重点課題３ 小学生以上の子どもの居場所づくり 

 

（１）体験機会の提供 

 

① 子どもふれあいボランティア 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№194 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

・保育所 

・「しらとり」 

＜実施状況＞ 

・保育所 

・「しらとり」 

・「たっち」 

＜実施状況＞ 

・保育所 

・「しらとり」 

・「たっち」 

・ポップコーン会場 

ほぼ達成された 

ポップコーン、しら

とり（オープンルー

ム）にて活動を行い、

子どもとのふれあい

の 機 会 を 作 り ま し

た。 

 

今後の課題 対応策 

受け入れ体制の整備。 

施設の利用者は乳幼児と保護者であるため、ボ

ランティア会場の場においても安全性の確保が

最優先となる。 

受け入れ人数、実施日などを工夫し、現場スタ

ッフに負担がかからないようにする。 

 

② 中高生体験事業 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№201 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

実施なし 

＜実施状況＞ 

年 10 コース 

２コース 

延べ 20 回開催 

延べ 119 名 

ほぼ達成された 

コ ー ス 数 は 少 な い

が、毎年延べ 100 名

以上の参加がある。

 

今後の課題 対応策 

講座から自主活動へ移行させる手段。 参加者数を増やせるよう魅力ある講座を実施す

る。 
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（２）自主活動への支援 

 

① 児童館自主活動奨励事業 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№211 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜配置日＞ 

5 日／週(平日) 

＜配置時間＞ 

3 時間／日(平日) 

6 時間／日(夏・冬・春休み)

 

＜実施状況＞ 

・児童館指導員の配置 

 

＜配置日＞ 

7 日／週 

＜配置時間＞ 

3 時間／日(平日) 

6 時間／日(夏・冬・春休み) 

6 時間／日(休日) 

＜実施状況＞ 

・児童館指導員の配置

・ボランティア指導員

の配置 

＜配置日＞ 

5 日／週(平日) 

＜配置時間＞ 

3 時間／日(平日) 

6 時間／日(夏・冬・春休み) 

 

＜実施状況＞ 

・児童館指導員の配置 

あまり達成されてい

ない 

放課後子ども教室の

実施に伴い、児童館

の利用状況が変化し

て き て い る こ と か

ら、利用状況に応じ

た指導員の配置が必

要である。 

 

今後の課題 対応策 

類似事業との調整が課題である。 実態を把握し、関係課との調整を図り市民の満

足に応えていく。 

 

② 学童クラブ 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№212 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 22 施設

＜定員＞ 1,642 人

＜施設数＞ 22 施設 

＜定員＞ 2,045 人 

＜施設数＞ 22 施設 

＜定員＞ 1,784 人 

達成された 

入会希望の児童を全

員受け入れることが

できている。 

 

今後の課題 対応策 

学童クラブの入会児童数は増加傾向にあり、児

童の健全育成という観点から新たな対策が必要

となっている。 

国が示した「放課後子どもプラン」に基づき、

すべての放課後児童の健全育成という観点から

学童クラブ事業と放課後子ども教室事業の更な

る一体又は連携を図っていく必要がある。 
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③ 地域子どもひろば事業 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№213 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

小学校体育館開放 

＜実施状況＞ 

保護者やボランティア

指導員と協力した活動

の実施 

放課後子ども教室事業

へ移行。 

放課後子ども教室と

して達成された。 

 

 

④ 中学生・高校生の活動の支援 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№219 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

実施なし 

＜実施状況＞ 

・中学生・高校生の主

体的な活動の支援 

・相談体制の充実 

＜実施状況＞ 

中高生体験事業と併せ

て実施 

ほぼ達成された 

中高生自身による企

画・活動組織を設け、

市内の施設を利用し

た活動についての支

援は形になりつつあ

る。 

 

 

 

■「重点課題３：小学生以上の子どもの居場所づくり」については、６事業のうち５事業は、前期

計画の目標をほぼ達成している。 

■「児童館自主活動奨励事業（指導員の配置）」はあまり達成されていないが、今後は子育てボラ

ンティア育成講座を実施し指導員の配置に活かしていきたい。 

 

以上のことから、「重点課題３：小学生以上の子どもの居場所づくり」に向けた取り組みは遂行

されたものと考えられる。 

なお、「子どもふれあいボランティア」は、後期計画においても引き続き重点事業として実施す

る。 

 

「重点課題３ 小学生以上の子どもの居場所づくり」についてのまとめ 
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重点課題４ 子育てに関する情報提供の仕組みづくり 

 

（１）子育てに関する情報提供 

 

① 子ども家庭支援センター「たっち」における情報提供 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№2 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

事業開始 

＜実施状況＞ 

情報コーナーの整備・

活用 

毎月 25 日に「支援セン

ターだより」を 500 部

発行。子育て関連の情報

を収集し、提供した。 

ほぼ達成された 

たっちだよりを発行

し、イベントの予定

や講座案内等の情報

発信を行った。情報

コーナーに「お出か

け情報」を集め掲載

した。 

 

今後の課題 対応策 

保護者が求めている情報をより広く収集し、提

供方法も工夫する必要がある。 

「たっちだより」やＨＰなどを活用していく。

 

② 児童館における情報提供 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№3 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

サークル活動等の案

内 

＜実施状況＞ 

地域情報の収集・提供

文化センターや市内で

実施している子ども向

けサークルや事業につ

いて、各文化センターの

掲示板に掲載して情報

提供を行った。 

ほぼ達成された 

文化センターの掲示

板で情報発信を行っ

た。 
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③ 子育て情報誌の配布 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№4 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

16 年度改訂 

＜実施状況＞ 

２～３年ごとに改訂 

子育て情報誌「子育ての

たまて箱」8,000 部を作

成し、母子手帳配布時や

窓口等にて、市民向けに

配布を行った。 

ほぼ達成された 

 

 

今後の課題 対応策 

母子手帳交付後に府中へ転入した子育て世帯へ

の配布が出来ていない。 

転入届け出時に子育て世帯への配布を行うこと

や、その場合の作成冊数の検討を行う。 

 

④ インターネットによる情報提供 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№5 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

 ― 

＜実施状況＞ 

地域情報の収集・提供

子育て支援を実施する

NPO 団体と意見交換を

しました。 

 

あまり達成されてい

ない 

子育て支援を実施す

る NPO 団体と意見

交換を実施している

段階である。 

 

今後の課題 対応策 

団体の情報が市民に伝わりやすいように検討を

する。 

働くお母さんが情報を収集しやすいようにす

る。 

NPO 団体等に働きかけて実施に努めていく。 
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■「重点課題４：子育てに関する情報提供の仕組みづくり」については、４事業のうち３事業は、

前期計画の目標をほぼ達成している。 

■「インターネットによる情報提供」はあまり達成されていないが、今後は NPO に働きかけ実施

に努めていく状況にある。 

 

以上のことから、「重点課題４：子育てに関する情報提供の仕組みづくり」に向けた取り組みは

ほとんど遂行されたものと考えられる。 

なお、「子ども家庭支援センター「たっち」における情報提供」、「児童館における情報提供」は、

後期計画においても引き続き重点事業として実施する。 

 

 

「重点課題４ 子育てに関する情報提供の仕組みづくり」についてのまとめ 
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重点課題５ 子育て支援と母子保健の連携の強化 

 

（１）子育てに関する総合相談 

 

① 子ども家庭総合相談 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№10 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜施設数＞ 

１施設 

＜施設名＞ 

「しらとり」 

＜施設数＞ 

２施設 

＜施設名＞ 

「しらとり」「たっち」

＜施設数＞ 

２施設 

＜施設名＞ 

「しらとり」「たっち」 

相談件数 504 件 

達成された 

児童相談所と協力し

て訪問や支援を行う

とともに、関係機関

とも連携を持ちなが

ら子ども家庭支援セ

ンターとしての活動

の 充 実 に 努 め ま し

た。 

 

今後の課題 対応策 

・育児に悩んでいる家庭を早期に把握する体制

の整備。 

・核家族化が進み相談件数の増加とともに、相

談内容や支援の内容も多岐に亘っており、相談

体制や人材育成が課題となっている。 

・関係機関との連携による体制整備 

・地域全体への啓発、推進 

・子育てボランティア等の育成により、地域の

サポート力を向上させる。 
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（２）児童虐待への対応 

 

① 児童虐待の相談 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№13 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜相談員数＞ 

２人 

＜相談員数＞ 

４人 

＜相談員数＞ 

６人 

達成された 

育児支援家庭訪問事

業の活用により、継

続的な見守りを行な

える家庭は増加して

いるが、状況の改善

しない事例も多い。

 

今後の課題 対応策 

相談員の専門性の向上と効果的な人材育成の体

制整備が必要。 

研修会の開催、外部研修会への参加など知識の

向上を図るとともに、事例に応じたスーパーバ

イザーを起用し人材育成を行う。 

 

（３）母子保健に関する相談 

 

① 乳幼児訪問 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№98 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

203 件 

＜実施状況＞ 

300 件 

＜訪問件数＞ 

 延 480 件 

達成された 

他事業への連動、関

係機関との連携・調

整も円滑に実施され

ている。 

 

今後の課題 対応策 

タイムリーな時期に介入し、必要な社会資源に

連動する。 

アセスメントツールの活用や保健師の個別支援

の時間を確保を検討する。 
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（４）健康診査の実施 

 

① １歳６か月児健康診査 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№105 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

健康診査 月３回 

心理相談 年 36 回 

幼児教室 年 24 回 

OB 回 年 4 回 

＜把握率＞ 

95.1％ 

＜実施状況＞ 

健康診査 月 4 回 

心理相談 年 36 回 

幼児教室 年 24 回 

OB 回 年 4 回 

＜把握率＞ 

98％ 

＜実施状況＞ 

月 4 回 

 受診者数 2,254 人 

 受診率 96.1％ 

 心理相談 年 48 回 

       （予定） 

 幼児教室 年 24 回 

       （予定） 

ほぼ達成された 

未受診者フォロー体

制 が よ り 軌 道 に の

り、子ども家庭支援

センターとの連携が

図 れ る よ う に な っ

た。   

 

今後の課題 対応策 

児の発達に応じた母への支援体制、母の病気や

障害等を健診時に把握し対応するとともに、予

防の観点からも地区活動を強化する必要があ

る。 

ことばとこころの相談、幼児教室（ことりの会）、

地域子育てクラス（ぷにぃ）を充実して実施す

る。 

 

 

 

 

 

■「重点課題５ 子育て支援と母子保健の連携の強化」については、４事業すべて前期計画の目標

をほぼ達成している。 

 

以上のことから、「重点課題５：子育て支援と母子保健の連携の強化」に向けた取り組みは遂行

されたものと考えられる。 

なお、「子ども家庭総合相談」、「児童虐待の相談」、「乳幼児訪問」は、後期計画においても引き

続き重点事業として実施する。 

 

「重点課題５ 子育て支援と母子保健の連携」についてのまとめ 
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重点課題６ ボランティアや民間組織との協働の仕組みづくり 

 

（１）相互支援活動の活性化 

  

① ファミリーサポートセンター 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№30 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜会員数＞ 

提供会員 158 人 

依頼会員 560 人 

両方会員 24 人 

＜会員数＞ 

会員 1,300 人 

＜会員数＞ 

提供会員 246 人 

依頼会員 852 人 

両方会員 73 人 

( H21.2.1 現在 ) 

ほぼ達成された 

講習会の内容を充実

させるとともに、広

報活動を積極的に行

った。 

 

今後の課題 対応策 

活動に結びつく提供会員の育成 ファミリー・サポート事業や、会員役割の十分

な理解を図っていく。 

 

② 子育て地域交流事業（重点課題２の（１）の①と同） 

③ 子育てひろば「ポップコーン」（重点課題２の（１）の②と同） 

④ 公会堂を利用した自主活動の場づくり（重点課題２の（１）の⑥と同） 

⑤ 子育てボランティアの育成講座 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№38 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

 ― 

＜実施状況＞ 

年２コース 

子育てボランティアの

活動の場を提供しまし

た。 

ボランティア育成講座

実施に向け、研究をすす

めました。 

あまり達成されてい

ない 

社会福祉協議会に登

録しているボランテ

ィア登録者に活動の

場として「たっち」

交流ひろばを提供し

ました。 

 

今後の課題 対応策 

地域で子育て支援に取組む人材の育成 平成 21 年度から「たっち」で、子育てボラン

ティア育成講座を実施し、人材を子育て支援に

活かしていく。 
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⑥ 子育て関係団体ネットワーク 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№39 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

 ― 

＜実施状況＞ 

組織の立ち上げ 

情報交換・活動 

＜実施状況＞ 

地域子育てひろば事業

補助金の対象となる活

動をしている団体と、必

要な活動支援について

の情報提供を行いまし

た。 

あまり達成されてい

ない 

地域子育てひろば事

業補助金の対象団体

の数自体が少なく、

成果が十分に上がっ

ていない。 

 

（２）地域の教育力の活用 

 

① 中学校部活動外部指導員 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№165 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

 17 種目 

＜実施状況＞ 

 21 種目 

＜実施状況＞ 

 22 種目 

達成された 

全中学校で、外部指

導員による部活指導

を実施 

 

今後の課題 対応策 

各学校の状況に応じ、外部指導員の更なる充実

を図ることが必要。 

学校、教育委員会、地域、企業等が連携し、人

材の確保等を図っていく。 
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（３）地域の安全対策の推進 

 

① 地域安全の推進 

 

現計画 実績（平成 20 年度） 

№238 

目標達成度に対する

評価 現状（平成 16 年度） 目標（平成 21 年度）

＜実施状況＞ 

防犯関係団体等によ

るパトロール 

犬のお散歩パトロー

ル 

子ども見守りパトロ

ール 

自転車パトロール 

＜実施状況＞ 

保護者、学校、地域の

ひとびとと連携した活

動の推進 

＜実施状況＞ 

防災無線による子ども

見守り活動、府中市安全

安心メールの運用、委託

警備会社による巡回、地

域安全リーダーのつど

い開催、犬のお散歩パト

ロール、市職員・防犯関

係団体による青色防犯

パトロール、地域安全市

民のつどい開催等 

ほぼ達成された 

平成 19 年度に引き

続き、市・防犯関係

団体・市民・市内事

業者が連携した活動

を行っている。 

 

今後の課題 対応策 

多様化、複雑化する犯罪とそれを防止する市民

活動の限界が感じられる。 

地域安全の確保に重点を置き、市民自身が自分

のことは自分で守るという姿勢をもたせる。 

 

 

 

 

 

■「重点課題６：ボランティアや民間組織との協働の仕組みづくり」については、８事業のうち７

事業は、前期計画の目標をほぼ達成している。 

■「子育て関係団体ネットワーク」は地域で活動する子育てひろば実施団体との連携をさらに強め

ていく。（後期重点事業とする） 

 

以上のことから、「重点課題６：ボランティアや民間組織との協働の仕組みづくり」に向けた取

り組みはほとんど遂行されたものと考えられる。 

なお、「ファミリーサポートセンター」、「子育て地域交流事業（重点課題２の（１）の①と同）」、

「子育てひろば「ポップコーン」（重点課題２の（１）の②と同）」、「中学校部活動外部指導員」は、

後期計画においても引き続き重点事業として実施する。 

 

「重点課題６ ボランティアや民間組織との協働の仕組みづくり」についてのまとめ 


